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信号を u(k)とすると，u(k − 1)が負で u(k)が 0以上の場合を
検出する．連続時間での信号 u(t)は時間区間 (∆t(k − 1),∆tk)

















レベル検出時 kpre を起点とした k − 1時刻までの各サンプル





























図る．遅延時間を τ，遅延させた新たな計測対象信号 sτ (k) を
sτ (k) = s(k − τ)として雑音除去処理を行う．
3 数値実験による誤差評価
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